
 

 

2024 年４月１５日 

 

株式会社スリー・アール様による「ＳＤＧｓ宣言」策定について 

 

 株式会社秋田銀行（頭取 新谷 明弘）は、グループ会社である株式会社あきぎんリサーチ＆  

コンサルティング（代表取締役社長 石川 聡）を通じて「〈あきぎん〉ＳＤＧｓ経営支援サービ

ス」をご提供しております。 

 今般、本サービスを利用し、株式会社スリー・アール様が「ＳＤＧｓ宣言」を策定されました

ので、下記のとおりお知らせいたします。 

 当行グループは、地域におけるＳＤＧｓの達成に向けた取組みを支援し、持続可能な地域社会

の実現に取り組んでまいります。 

 

記 

【会社概要】 

会  社  名 株式会社スリー・アール 

所  在  地 宮城県仙台市青葉区柏木１丁目２－３８柏木丁ビル４Ｆ 

代  表  者 代表取締役 菅井 尚之 

業     種 
放射性物質含有物・放射性廃棄物に関する技術調査およびコンサルティ

ング事業、再生利用技術開発および再生利用事業 

企 業 紹 介 

当社は「『知』を通じて社会に貢献する」を経営理念として掲げ、放

射性廃棄物、核燃料物質、国際規制物資、核原料物質等の測定・管理・

整理をトータルサポートする業界のリーディングカンパニーです。 

放射性物質含有物や放射性廃棄物の処理・処分・適性管理支援を通じ

て持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 

ＳＤＧｓへの取組み 

（別紙参照） 

○従業員の安全意識向上と生活充実度向上による仕事と生活の調和 

○レアメタルを含む廃棄物のリサイクル技術開発 

○情報セキュリティの基本方針・関連規定の制定 等 

 

（以 上） 

 

 

 

 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals） 

 2015 年に国連で採択された持続可能な開発目標であり、

2030 年までに解決すべき世界的優先課題 17 目標と目標を 

達成するための 169 のターゲットが示されています。 



S D Gｓの 達 成 に向 けた 取 組 み

SDG s宣言

S DGｓとは
Sustainable Development Goals（持続可能な開
発目標）の略称で、2015年9月に国連で採択された
2030年までの国際目標。「地球上の誰一人取り残さ
ない」をスローガンに、持続可能な社会の実現を目指
しており、経済・社会・環境などの分野で17の目標と
169のターゲットで構成されています。

株式会社スリー・アール

当社は、国連が提唱する持続可能な開発目標（SDG s）に賛同し、
持続可能な社会の実現に向けた積極的な取組みを行ってまいります。

2024年3月　代表取締役  菅井 尚之

「知」を通じて社会に貢献する
～ Contribute to society through intellect ～

株式会社スリー・アールは放射性物質含有物や放射性廃棄物の処理・処分・適正管理支援を通じて
持続可能な社会の実現に貢献してまいります。

安全文化の構築・仕事と生活の調和

具体的な取組み

安全な職場環境の確保と仕事とプライベートの調和に
取り組み、従業員の安全意識・生活充実度を高めます。

安全教育・トレーニングの実施／安全ミーティングの開催
／安全衛生パトロールの実施／産前・産後休業、育児休業
等の制度化／健康支援プログラムの提供／リモートワーク
を可能とする環境の整備

環境保護に向けた活動の実践

具体的な取組み

廃棄物の削減・リサイクルと合わせ、全社的に環境問題へ
の意識高揚を図ります。

リユース・リサイクルの推進／レアメタルを含む廃棄物の
リサイクル技術開発／ペーパーレス化の推進／社内メール
等を活用した環境問題関連の情報発信／従業員に対する
教育・研修の定期的な実施

情報セキュリティの強化

具体的な取組み

従業員一人一人が機密情報保護の重要性を認識し、適切な
情報セキュリティ対策を行う体制を構築します。

情報セキュリティ委員会の設置／情報セキュリティの基本
方針・関連規定の制定／情報セキュリティに関する研修の実施

事業リスクの未然防止

具体的な取組み

災害、事故等の有事においても事業を復旧・継続するため、
常に万全の準備を進めます。

事業継続計画（BCP）の策定／災害・事故発生時に備えた災害対応
計画の策定／防災訓練の実施／「パートナー構築宣言」の遵守


